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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第50期

第１四半期
連結累計期間

第51期
第１四半期
連結累計期間

第50期

会計期間
自 2022年１月１日
至 2022年３月31日

自 2023年１月１日
至 2023年３月31日

自 2022年１月１日
至 2022年12月31日

売上高 (千円) 2,099,339 2,528,831 9,558,077

経常利益又は経常損失(△) (千円) △29,791 75,697 297,765

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益又は
親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

(千円) △36,529 72,453 222,464

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 63,455 83,190 464,073

純資産額 (千円) 3,196,162 3,687,915 3,603,074

総資産額 (千円) 7,262,530 7,185,569 7,238,942

１株当たり四半期（当期）
純利益又は１株当たり
四半期純損失(△)

(円) △3.53 6.99 21.46

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― 6.93 21.32

自己資本比率 (％) 43.8 51.1 49.5
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第50期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在する

ものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると

認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要

な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響は収束しつつあり、国内に

おける行動制限の緩和や海外からの入国制限緩和により、経済社会活動の正常化が進みました。しかし一方で、ロ

シア・ウクライナ情勢の長期化や円安によるエネルギー価格や原材料価格の高騰、物価上昇など依然として先行き

不透明な状況が続いております。

外食産業におきましては、来店客数に回復の動きが見られるものの、上記経済環境下における急激な物価上昇や

労働力不足などにより厳しい状況が続いております。

こうした中、当社グループは、創業50周年を迎えるにあたり、「企業理念」を再定義することで、組織やスタッ

フ一人ひとりの士気を向上させ、持続的な成長と企業価値の向上を図っております。また、営業基盤の強化とし

て、引き続きマネジメント層やサービススタッフの教育・指導を徹底しサービス面の強化に取り組みました。その

ほか、２月に収益改善の見込めない愛知県名古屋市の「ラ・ボエム　パスタフレスカ名古屋則武新町」を閉店いた

しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は、25億28百万円（前年同期比20.5％増）となり、当第１

四半期連結累計期間末の総店舗数は45店舗となりました。

損益につきましては、営業利益は74百万円（前年同期は営業損失44百万円）、経常利益は75百万円（前年同期は

経常損失29百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は72百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純

損失36百万円）となりました。

報告セグメントについては、当社グループはレストラン経営を主とする飲食事業という単一セグメントでありま

すので、記載を省略しております。

売上高をコンセプト（営業形態）別にみると、「ラ・ボエム」は６億29百万円（前年同期比12.8％増）、「ゼス

ト」は88百万円（同67.0％増）、「モンスーンカフェ」は４億35百万円（同25.2％増）、「権八」は６億54百万円

（同71.7％増）、「ディナーレストラン」は３億83百万円（同0.3％増）、「フードコロシアム」は29百万円（同

3.5％増）、「その他」は３億７百万円（同11.7％減）となりました。既存店売上高につきましては前年同期比で

21.3％増加しました。

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して53百万円減少し、71億85百万円となりま

した。

流動資産は前連結会計年度末と比較して81百万円減少し、17億59百万円となりました。主な変動要因は、現金及

び預金が39百万円、売掛金が40百万円それぞれ減少したことによるものであります。

固定資産は前連結会計年度末と比較して27百万円増加し、54億25百万円となりました。主な変動要因は、有形固

定資産が33百万円増加したことによるものであります。

流動負債は前連結会計年度末と比較して１億73百万円減少し、16億３百万円となりました。主な変動要因は、１

年内返済予定の長期借入金が１億53百万円減少したことによるものであります。

固定負債は前連結会計年度末と比較して35百万円増加し、18億93百万円となりました。主な変動要因は、長期借

入金が37百万円増加したことによるものであります。

純資産は前連結会計年度末と比較して84百万円増加し、36億87百万円となりました。主な変動要因は、親会社株

主に帰属する四半期純利益72百万円を計上したことによるものであります。
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(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,896,000

計 16,896,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
(2023年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年５月12日)

上場金融商品取引所名又は登録認可金
融商品取引業協会名

内容

普通株式 10,370,300 10,370,300
東京証券取引所

 スタンダード市場
単元株式数は100株

であります。

計 10,370,300 10,370,300 ― ―
 

(注) 「提出日現在発行数」には、2023年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権（ストック・オプ

ション）の行使により発行された株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年　月　日
発行済株式

総数増減数(株)
発行済株式
総数残高(株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

2023年３月31日 ― 10,370,300 ― 43,140 ― 43,140

 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2022年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2022年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 700
 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

103,568 同上
10,356,800

単元未満株式
普通株式

― ―
12,800

発行済株式総数 10,370,300 ― ―

総株主の議決権 ― 103,568 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が600株(議決権６個)含まれておりま

す。

２．「単元未満株式」には当社所有の自己株式11株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2022年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)      
株式会社
グローバルダイニング

東京都港区南青山
７丁目１－５

700 ― 700 0.01

計 ― 700 ― 700 0.01
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年１月１日から2023年

３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、明星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,108,063 1,068,902

  売掛金 384,460 343,783

  商品及び製品 10,930 6,266

  原材料及び貯蔵品 169,639 183,633

  その他 167,892 157,331

  流動資産合計 1,840,986 1,759,918

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 7,309,724 7,278,423

    減価償却累計額 △5,282,576 △5,310,741

    減損損失累計額 △902,977 △848,456

    建物及び構築物（純額） 1,124,170 1,119,224

   土地 2,785,674 2,791,136

   その他 305,447 338,331

   有形固定資産合計 4,215,292 4,248,692

  無形固定資産 1,230 1,015

  投資その他の資産   

   差入保証金 1,067,938 1,063,809

   その他 113,495 112,134

   投資その他の資産合計 1,181,433 1,175,943

  固定資産合計 5,397,955 5,425,651

 資産合計 7,238,942 7,185,569
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 296,383 301,099

  1年内返済予定の長期借入金 593,776 440,390

  引当金 - 30,000

  その他 887,130 832,455

  流動負債合計 1,777,290 1,603,944

 固定負債   

  長期借入金 1,177,022 1,214,774

  退職給付に係る負債 46,536 48,010

  資産除去債務 570,363 571,725

  その他 64,655 59,198

  固定負債合計 1,858,577 1,893,708

 負債合計 3,635,868 3,497,653

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 43,140 43,140

  資本剰余金 2,143,098 2,143,098

  利益剰余金 1,269,570 1,342,023

  自己株式 △351 △351

  株主資本合計 3,455,457 3,527,911

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 9,167 8,692

  為替換算調整勘定 121,318 132,529

  その他の包括利益累計額合計 130,485 141,222

 新株予約権 17,130 18,781

 純資産合計 3,603,074 3,687,915

負債純資産合計 7,238,942 7,185,569
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年３月31日)

売上高 2,099,339 2,528,831

売上原価 1,916,557 2,193,585

売上総利益 182,782 335,245

販売費及び一般管理費 227,616 260,792

営業利益又は営業損失（△） △44,833 74,453

営業外収益   

 協力金収入 20,054 -

 設備賃貸料 553 2,526

 その他 10,765 5,709

 営業外収益合計 31,372 8,235

営業外費用   

 支払利息 5,572 4,487

 固定資産除却損 1,899 1,457

 その他 8,857 1,046

 営業外費用合計 16,329 6,992

経常利益又は経常損失（△） △29,791 75,697

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△29,791 75,697

法人税、住民税及び事業税 6,738 3,243

法人税等合計 6,738 3,243

四半期純利益又は四半期純損失（△） △36,529 72,453

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△36,529 72,453
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年３月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △36,529 72,453

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 2,070 △475

 為替換算調整勘定 97,914 11,211

 その他の包括利益合計 99,985 10,736

四半期包括利益 63,455 83,190

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 63,455 83,190

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2022年１月１日
 至 2022年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2023年１月１日
 至 2023年３月31日）

減価償却費 47,719千円 47,117千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 2022年１月１日 至 2022年３月31日）

配当に関する事項

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自 2023年１月１日 至 2023年３月31日）

配当に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 2022年１月１日 至 2022年３月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自 

2023年１月１日 至 2023年３月31日）

当社グループは、レストラン経営を主とする飲食事業という単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

(収益認識関係)

当社グループは、飲食事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益の区分は概ね単一であること

から、収益を分解した情報の重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
至 2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年３月31日)

 (1) １株当たり四半期純利益又は
    １株当たり四半期純損失（△）

△3円53銭 6円99銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△） 
(千円)

△36,529 72,453

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益又は
普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失（△） (千円)

△36,529 72,453

普通株式の期中平均株式数(株) 10,359,619 10,369,589

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 6円93銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(株) ― 83,008

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) 前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するもの

の、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年５月12日

株式会社グローバルダイニング

取締役会  御中

 

明 星 監 査 法 人

 東京都目黒区
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 木   本   恵   輔  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 大   内      純    

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社グロー

バルダイニングの2023年１月１日から2023年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年１月１日

から2023年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年３月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社グローバルダイニング及び連結子会社の2023年３月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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